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No著 者 名 論 文 . 資 料 名 誌 名 . 巻 号 質 発行 年 月
1松本亦太郎 優良種族の消長 ｢心理研究｣第 1巻第 1号 1-32 1912(M.45ト 1
2小林 良輔 ユーゼニックスに対する諸の賛否論 ｢心理研究｣第 1巻第 1号 113 1912(M.45)-1
3石神(学士) (応間)優良種族学参考書 ｢心理研究｣第 1巻第2号 231 1912(M.45)-2
4有馬 源次 優良種族学の創唱者フランシス .ガルトン生来犯人 ｢心理研究｣第 1巻第4号 432-411912(M.45)-25山岡菌之助 5 6784 5
6阿部 文夫 結婚と遺伝 ｢心理研究｣第 1巻第6号 602-61 1912(M.45)-6
7富田 精 唖人の結婚問題 ｢心理研究｣第2巻第4号(第10号)児童 16 3 381-38 1912(T.1)-108三 谷 啓 精神的能力ノ遺伝 10 103
9速水 況 社会の改善 と遺伝 (上) ｢心理研究｣第5巻第2冊(第26号) 37 48児童 18 号 161-1751914(T.3)-2
10速水 況 社会の改善 と遺伝 (下) 27卜2801914(T.3)-3
ll寺田 精一 所謂惇徳狂に就いて 307-311914(T.3)-4
12和田 豊種 変質徴候こ就キテ 9598 10
13寺田 精一 ロンブローゾの刑事人類学説 ｢心理研究｣第7巻第 1冊(第37号) 8 345 9 654 1161 22 4# % 56児童 20 号 8卜1071915(T.4)-1
14斎藤茂三郎 遺伝と境遇 250-2631915(T.4)-9
15絶景生 浮浪と遺伝との特殊関係 658-621916(T.5)-6
16山内 繁雄 人類の遺伝 1-9 1917(T.6)-1
17斎藤茂三郎 精神的特徴 (発作)の過侯 145-1561917(T.6)-2
18三田谷 啓 特殊教育論 408-4191917(T.6)-4
19斎藤茂三郎 ゾラの遺伝研究 (上) 463-4741917(T.6)-5
20斎藤茂三郎丘 浅次 ゾラの遺伝研究 (下) 611-6261917(T.6)-6
21 (雑報)大日本優生会 385 7 6 7
22 遺伝の中心問題 ｢心理研究｣第12巻第3冊(第69号)児童 21 5号6783 173｣第2巻第 1号 286-2941917(T.6)-9
234=% *-市川 源三 変質の徴候(1)(2)(3)(4)男女心理の研究と結婚 (I)139-142275 8320 2144 516 1917(T.6)-128 7 3
5焔 壬 生 結婚者の 得置 くべき遺伝の事実 1316 8 7 1
26永井 潜 悪質者の遺伝 (上) ｢児童｣第2巻第 1号 18-2 1918(T.7)-1
27久保 良英 遺伝と教育 ｢児童｣第2巻第 1号 23-27 1918(T.7)-1
28永井 潜 悪質者の遺伝 (下) ｢児童｣第2巻第2号 49-52 1918(T.7)-2
29=% *- 変質徴候文箱 ｢児童研究｣第21巻第9号 289-29tl1918(T.7)-4
30上野 陽一社会事業と心理学 ｢心理研究｣第14巻第 1冊(第79号)親の為｣第 1巻第 1号 49-57 1918(T.7)-71三宅 鎖- 変質児童の取扱 4 ll
32城戸幡太良(抄訳)斎藤茂三郎 精神薄弱と遺伝 ｢児童研究所紀要｣第2巻 208-21 1918(T.7)-12
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No著 者 名 論 文 . 資 料 名 誌 名 . 巻 号 頁 発行ヰ 月
34安部 磯雄 優種学と結婚 ｢変態心理｣第4巻第4号 364-3651919(T.8ト10
35斎藤茂三郎 紡径癖の遺伝 ｢親の為｣第 1巻第6号 19-21 1919(T.8ト11
36海野 幸徳 社会問題の優生学的解釈 ｢心理研究｣第17巻第2冊(第98号)児童 23 7号 212-2191920(T.9)-2
37岡崎 昌マッチンガ 五箇ノ荘に於ける血族結婚 182-1831920(T.9)-2
38 インジアナ州の精神薄弱者調査 ｢親の為｣第2巻第3号 107-1081920(T.9)-3
3940 精神欠陥の予防(1)(2)(3)(4)(5)人種改良学と婚姻法 ｢児童研究｣第23巻第9号 1246-2491920(T.9)-4穂積 垂遠 1124変態心理 5 5 (2)30730833541 16545848 678105
41片山 園嘉 尊酒亡国論 ｢心理研究｣第18巻第 1冊(第103号) 45親の為｣第4巻第5号 65-82 1920(T.9)-7
42山内 繁雄 人性の遺伝 317-341920(T.9)-10
3和田 秀一 父母の年齢と優良児及劣等児 191195 1 10 5
44山内 繁雄 産児制限と優生学 ｢変態心理｣第9巻第5号 615-6161922(T.ll)-5
45久保 良英 遺伝と境遇 ｢親の為｣第7巻第3号 90-94 1922(T.ll)-9
46杉田 直樹 低能児に認めらるる身体的変質徴候に就て児童の変質徴候 ｢児童研究所紀要｣第6巻 257-27 1922(T.ll)-ll7 幼児之研究｣第1巻 2号 l
48950佐久間ふき 優生学の限界 (マクシミリアン.グロ ｢心理函究｣第23巻第2冊 127-135(I)4342 1923(T.12)-24 3 8
チ -スマン) (第134号)
黒滞 良臣湯川 蟻洋 教化困難なる児童に於ける環境と素質 児童研 7 11号
の意蔑(1)(2) ｢児童研究｣第27巻第12号 2)470-4731924(T.13)-9
臨床医学と優生学 変態心理 15 5 5657 5 4 5
51池田 林儀 世界革命としての男女闘争 ｢心理研究｣第28巻第2冊(第163号) 34児童 9 号 142-14 1925(T.14)-8
52浅野 成俊 カリカツク家族における低能の遺伝 192-2091925(T.14ト 9
3小関 光尚 遺伝に就いて 1 2 ll
54杉田 直樹 感化院収容児童に関する医学的調査の成績双生児による心的遺伝の研究 ｢児童研究所紀要｣第9巻 325-3621926(T.15)-55小保内虎夫 心理学研究｣第1巻 5輯 57 587 10
56松本亦太郎 高級民族の智能 ･｢心理学研究｣第2巻第6輯 993-10171927(S.2)■-12
57吉益 情夫 (解説)レンツ ｢犯罪生物学概論｣ ｢心理学研究｣第3巻第1輯 135-14 1928(S.3)-2
58伏木卓也 .十河キヌエ藤井.秀旭 香川県地方に於ける血族結婚に就て ｢児童研究｣第33巻第7号 178-1801929(S.4)-109 遺伝徴毒児童の将来 9 25234 ■ 2
601神谷みち子霜鳥 喜逸 精神薄弱児の遺伝的 .環境的条件の調 ｢愛知県児童研究所紀要｣ 581-60512 171931(S.6)-122 7
査 第6輯
犯罪少年の体型､足型及び精神病学的考察人類と優生学 ｢児童研究所紀要｣第14巻62三輪田元道 ｣第35巻 2号 279-2811932(S.7)-3
63石川七五三二 血族結婚者の子の知能 ｢個性研究｣第 1巻 . 233-2411932(S.7)
64池田金次郎 異常児童と遺伝関係 ｢応用心理研究｣第 1巻第3号教育心理研究｣第9巻第4号 369-3801933(S.8)-65寺滞 巌男 精神衛生 心理学 24 256 4 9 4
66富士山 瀞 遺伝生物学と教育 ｢児童研究｣第37巻第6号 198-2031934(S.9)-9
67牛島 義友 向性の遺伝について ｢心理学研究｣第10巻第2輯 25-2391935(S.10)-4
68吉益 情夫 少年犯罪の予防と処置 ｢児童研究｣第37巻第11号 368-3781935(S.10)-7
69他見 .症 性格のメンデル遺伝法則 ｢教育心理研究｣第10巻第9号 766-7671935(S.10)-9
70牛島 義友 向性の遺伝について 日本心理学論文集 (五) 494-4971935(S.10)-12
16 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第 67号
NG著 者 名 論 文 . 資 料 名 誌 名 . 巻 号 頁 発 行 年 月
723富士川 源吾益 情夫 精神衛生と教育(上)(中)(下)少年犯罪 精神薄弱 ｢児童研究｣第38巻第1号23教育心理研究｣第12巻第 上2-25中5658下9099 321935(S.10)-ll6 ll 137 2
74他見 猛 向性の遺伝学的研究(1) ｢教育心理研究｣第12巻第4号 312-391937(S.12)-4
75他見 猛 向性の遺伝学的研究(2) ｢教育心理研究｣第12巻第5号 387-4381937(S.12)-5
76岸本 謙一 不良児童の研究 ｢児童研究所紀要｣第17巻 25-3471937(S.12)-9
77金子 準二 精神病者の断種問題に就て ｢児童研究｣第39巻第5号 154-1641938(S.13)-7
78川本宇之介 聾の遺伝に就て(上)(下) ｢児童研究｣第39巻第6号7労働科学 15 11 上186-194下22 2917 1938(S.13)-9llト119小泉 親彦 保健国策の根本問題
80斎藤 - ヘルマン.レンツの ｢民族の存在における生物学的見解｣に就いて戦闘と民族生物学 ｢労働科学｣第17巻第10号 81-92 1940(S.15)-10
81鈴木慎次郎(釈)高悼 博 ｢労働科学｣第18巻第2号 54-57 1941(S.16)-2
(2)医学雑誌 (精神医学)編
NG著 者 名 論 文 . 資 料 名 誌 名 . 巻 号 頁 発 行 年 月








10三田谷 啓 変質徴候ノ一例 ｢神経学雑誌｣第18巻第10号 431 1919(T.8)-10
ll岡崎 昌 熊本県八代郡五箇ノ荘ニ於ケル血族結婚調査 (予報)血族結婚こ開スルー二小報告 ｢神経学雑誌｣第18巻第12号 543-54 1919(T.8)-1212 9 8 37 380 20 9 8
13マルチン.低格児発生ノ社会的予防 (英文 :TYle ｢神経学雑誌｣第20巻第6号 315(英字:1921(T.10)-7
14ノヾ - PreventiOnofFeeble=mindedness ｢脳｣第1巻第6号 19-27)1927(S.2)-6冷泉頑太郎 受胎調節と強制去勢 .堕胎公認の是非 81
15冷泉頑太郎 同族結婚と精神衛生 ｢脳｣第1巻第7号 8-20 1927(S.2)-7
16冷泉頑太郎雨宮 保衛生 遺伝の力か環境の影響か ｢脳｣第2巻第1号 6-12 1928(S.3)-1
17 北米大陸での精神衛生方面の動き (この欝勃たる強制去勢の機運に見よ)変質者と遺伝 ｢脳｣第2巻第8号 19-21 1928(S.3)-88 10 103105 10
19 異常児の遺伝関係 ｢脳｣第3巻第4号 88 1929(S.4)-4
20 (巻頭言)強制去勢立法の其後の状勢 ｢脳｣第3巻第5号 1 1929(S.4)-5
21 遺伝と環境 ｢脳｣第3番第5号 30 1929(S.4)-5
22 強制去勢の其後の状態 ｢脳｣第3巻第7号 37 1929(S.4)-7
23 海外強制去勢情報 3番 8 36 9 4 8
24冷泉 (巻頭言)受胎調節の必要に眼ざめかけた東京市アメリカでの合法的去勢と合理的離婚の趨勢 ｢脳｣第3巻第12号 1-2 1929(S.4)-12
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NQ著 者 名 論 文 . 資 料 名 誌 各 巻 号 質 発行年 月
26 吉益 情夫 結婚と精神衛生 ｢脳｣第3巻第12号 49-51 1929(S.4)-127 社会防衛としての断種の問題 (1) 4 0 ll 7 30 5 0
28吉益 情夫 社会防衛としての断種の問題 (2) ｢脳｣第4巻第11号 ll-21 1930(S.5)-ll
29吉益 情夫 社会防衛としての断種の問題 (3) ｢脳｣第4巻第12号 62-70 1930(S.5)-12
30吉益 情夫 社会防衛としての断種の問題 (4) ｢脳｣第5巻第 1号 61-71 1931(S.6)-1
31吉益 情夫 社会防衛としての断種の問題 (5) ｢脳｣第 5巻第2号 12-3 1931(S.6)-2
32吉益 情夫 社会防衛としての断種の問題 (6) ｢脳｣第 5巻第3号 12-27 1931(S.6)-3
33斎藤 玉男池田 隆徳 (巻頭言)優生学的断種に関係ある実際問題精神病者の断種と離婚の立法問題 ｢脳｣第 6巻第12号 1 1931(S.6)-12
34 ｢脳｣第 7巻第2号 43-4 1932(S.7)-2
35 (巻頭言)優生学的断種が ドイツで画期的に実際問題化した近親結婚と精神病 ｢脳｣第 7巻第 8号 1 1932(S.7)-86 9 35-38 9
37 (巻頭言)強制断種への過程 ｢脳｣第7巻第12号 1 1932(S.7)-12
39菊地 甚- 強制断種運動への抗議 ｢脳｣第7巻第12号 8-12 1932(S .7ト12
40吉益 情夫 ノルウェー断種法草案とナチス断種法の比較検討 (上)下民族衛生保護の 令 ｢脳｣第7巻第12号 12-18 1932(S.7)-12
41吉益 情夫冷泉 ｢脳｣第8巻第 1号 23-28 1933(S.8)-1
2 8 3 2 3 8 3
3 強制断種に関するドイツ通信 5051 ll
44T Y 生 断種問題と犯罪に就ての司法官の主張 ｢脳｣第8巻第11号 51 1933(S.8)-ll
45吉益 情夫 断種問題について ｢精神衛生｣第6号 15-19 1934(S.9)-2
46児玉 昌 精神薄弱と遺伝 ｢神経学雑誌｣第37巻第4号 295-3071934(S.9)-4
47斎藤 玉男 強制断種法制定の妥当性 (遺伝学の観点から)人間及び民族変質の源泉とその回復の追(1) への抗議 ｢精神衛生｣第8号 18-36 1934(S.9)-98ローベルトガウプ諏/吉益情夫訳菊地 甚- 脳｣第 8巻 12 4548 129 52
50ロベルトガウプ講演/吉益晴夫訳ーベ諏 恰菊地 甚- 人間及び民族変質の源泉とその回復の追(2)遣 3再び強制断種への抗議の続き ｢脳｣第9巻第 1号 41-4 1935(S.10)-1
51 ｢脳｣第9巻第2号 2-7●1935(S.10)-2
2 2 2023 2
53雨宮 保衛 変質者の予防 ｢脳｣第9巻第4号 46-51 1935(S.10)-4
54冷泉頑太郎 強制断種に対するドイツの国内一二の異見人間及び民族変質の源泉とその回復追(4)道 5少年犯罪者と 徴候 ｢脳｣第9巻第 5号 1-4 1935(S.10)-55ローベルトガウプ講演/吉益晴夫訳情三宅安三 5053
56 ｢脳｣第9巻第6号 2-5 1935(S.10)-6
7 7 21 7
58ローベルト.ガウプ講演/吉益鮮夫訳ベ 僻高野 六郎 人間及び民族変質の源泉とその回復の追(6)道 7精神衛生国策 ｢脳｣第9巻第8号 2-7 1935(S.10)-8
59 ｢脳｣第9巻第9号 2-6 1935(S.10)-9
60 精神衛生｣ 10 19 6 ll 4
61冷泉 強制断種第-年下のドイツ ｢脳｣第10巻第11号 39-40 1936(S.ll)-ll
62成田 .勝郎 変質可変の実験的澄明の真実 (1) ｢脳｣第11巻第10号 2-19 1937(S.12)-10
63安藤 乙吉 断種法-変質可変の問題と血液型問題と変質可変の実験的澄明の真実 (2) ｢脳｣第11巻第10号 53-56 1937(S.12)-104成田 勝郎 1 218 ll
65成田 勝郎 変質可変の実験的讃明の真実 (3) ｢脳｣第11巻第12号 2-25 1937(S.12)-12
18 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第 67号
NG著 者 名 論 文 . 資 料 名 誌 名 . 巻 号 頁
67冷泉頑太郎菊地 甚- ドイツ衛生省所定の遺伝病者登録票 ｢脳｣第12巻第2号 12-13
68 (巻頭言)断種問題再燃の形勢 ｢脳｣第12巻第3号 1
9 断種法制定論者に間ふ 3 4346
70成田 勝郎尾後貫荘太那酒井 義 変質可変の実験的証明の顛末 ｢脳｣第12巻第3号 58-69
71 断種問題に関する本誌の態度 ｢脳｣第12巻第4号 26
723 (巻頭言)唯自重を要望 (断種問題に関して)断種法是か非か ｢脳｣第12巻第5号6 130-34
4 話題としての断種問題 7 151
7567金原 種光吉益 情夫 断種問題に就いての質問に対する会員よりの回答関する理事懇談会 (速記)*1938.5.6開催外国に於ける断種 沿革及現況 ｢精神衛生｣第12号 1-l23536 9
78青木 延春 我国に於ける断種法立法運動の経緯 ｢精神衛生｣第12号 39-43
79斎藤 玉男 断種の術式 ｢精神衛生｣第12号 43-45
80酒井 義郎 話題としての断種問題 (承前) ｢脳｣第12巻第8号 9-13
81Y.T生 (巻頭言)断種法制定来し ｢脳｣第12巻第9号 1
82冷泉 リトアニアの遺伝衛生立法 ｢脳｣第12巻第9号 22
83小峰 茂之松原 久人 断種に就ての所感 ｢脳｣第12巻第9号 23-274 (雑報)民族優生保護法案 精神神経学雑誌｣第43巻第2号衛生｣ 14年 2号 145 精神薄弱と断種法 4 45
86成田 勝郎 精神病学の再建を目指して (≡)-｢断種論｣葬送譜(1) 四2優生断種に対する賛否論批判 ｢脳｣第13巻第4号 2-13
87成田 勝郎 ｢脳｣第13巻第5号 2-14
88高野 六郎成田 勝 ｢精神衛生｣第14年第3号 23-26
89 兵庫県精神衛生協会座談会 (其の-) ｢精神衛生｣第14年第3号 31-36
90 精神病学の再建を目指して (五)-｢断種論｣葬送譜(3) 六4民族優生展覧会 ｢脳｣第13巻第6号 2-ll
912成田 勝郎酒井 義 ｢脳｣第13巻第7号精神衛生｣ 14年第4号 2-1337 8345 日本精神病院協会で断種法制定の支持を決議精神病学の再建を目指して (七)-｢断種論｣葬送譜(5)(雑報)民族優生保護法案要綱 9神経学雑誌｣ 3巻第10号 0 94220783746 断種を憤る 4 1
97青木 延春 悪質遺伝防止の諸方策 ｢精神衛生｣第14年第5号 19-29
98浦田 久敏大西 義衛 精神変質の遺伝に就て ｢精神衛生｣第14年第5号 30-36
99 日本民族優生展覧会 ｢精神衛生｣第14年第6号 50-53
10012 断種法案専門委員会の調査終了一国民体力審議会会長へ報告-(巻頭言)民族の変質民族の人種学的解明家系調査雑感 6脳｣第13巻 2号 54511720
103池田 隆徳 精神病者家系の自然断絶 ｢脳｣第14巻第1号 28-33
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No著 者 名 論 文 .資 科 名 誌 名 巻 号 頁 発 行 年 月
106菊地 甚-床次 徳二 冬言寒語 ｢脳｣第14巻第2号 45-52 1940(S.15)-2
107 (巻頭言)断種問題座談会記事の示唆 ｢脳｣第14巻第3号 1 1940(S.15)-3
108 (巻頭言)我等は努力した ｢脳｣第14巻第4号 1 1940(S.15)-6
109 (巻頭言)民族優生学の帰嘩未し ｢脳｣第14巻第 6号 1 1940(S.15)-6
10 (巻頭言)精神衛生の将来 精神衛生｣ 16年第 1号 1 1 6 畠
11安井 洋 優生結婚相談所の概況とその感想 ｢精神衛生｣第16年第 2号 2-21 1941(S.16)-5
112編輯部調査 国民優生法施行の勅令及び省令 ｢精神と科学｣第15巻第7号 30-34 1941(S.16)-7
113厚生省優生課諏訪 望吉益 情夫青木 延春大槻 憲二林 義債 国民優生法第十六条の届出の解説 ｢精神と科学｣第15巻第8号 36-37 1941(S.16)-8
1145 精神薄弱の遺伝に就いて AJudaの所 ｢精神神経学雑誌｣第45巻 l441-481941(S.16)-8
説の紹介 (上)(下) 第1号 下582-5921941(S.16)-10
精神病学より観たる国民優生法の適応に就いて大阪の優生法実施後一ケ月の成績 ｢精神と科学｣第15巻第9号 4-14 1941(S.16)-9116 30
117 優生的不妊手術に就て ｢精神と科学｣第15巻第10号 17-2 1941(S.16)-10
118 結婚の指導方針成る ｢精神と科学｣第15巻第10号 4-49 1941(S.16ト 10
119 国民優生法施行に関する講習会 ｢精神と科学｣第15巻第11号 27-29 1941(S.16)-ll
120 中央優生審査会委員正式決定 ｢精神と科学｣第15巻第11号 29-30 1941(S.16)-ll
121 国民優生法の建直し ｢精神と科学｣第15巻第11号 3-39 1941(S.16)-ll
122 全国地方優生審査会々長決定*1941.ll.8付官報より中央優生審査会 ｢精神と科学｣第15拳第12号 32-34 1941(S.16)-123 6巻 49 2 7
24 男子 手術の予後に就て 6 2 4 48 2 7 2




No著 者 名 論 文 . 資 料 名 誌 名 . 巻 号 頁 発行 年 月
1池田 隆徳 白痴の生まれる第-原因は飲酒 ｢救済｣第2編第10号 49 1912(T.1)-10
2海野 幸徳 児童の権利 ｢共済｣第 1巻第2号 4-5 1925(T.14)-10
3川上 埋- 恐ろしい血族結婚 ｢社会事業の友｣第97号 49-51 1936(S.ll)-12
4永井 潜 結核 と結婚 ｢社会事業の友｣第113号 12-16 1938(S.13)-4
5肥田瀧治郎 事変下保健政策への要望 ｢社会福利｣第22巻第 7号 2-13 1938(S.13)-8
6肥田瀧治郎 精神衛生対策の重要性 ｢同胞愛｣第17巻第3号 31-37 1939(S.14)-3
7海野 幸徳 社会行政の新標準としての優生政策 ｢朝鮮社会事業｣第18巻第1号愛媛社会事業｣第11巻第7号 6-15 1940(S.15)-18高 六郎 人口と優生 29 白 ト 7
9田結 宗誠 民族衛生と優生法 ｢済生｣第17年第7号 13-17 1940(S.15)-7
10ll海野 ..幸徳富永孝一郎 浮浪､乞食､不良少年の処遇 廟 鮮社会事業｣第19巻 1)23-27 1941(S.16)-9
(1)(2)(3)人口問題 と健民運動 第 9号､第11号､12｢新潟県社会事業｣第14巻5厚生時報｣第12巻 5号(京都府) (2)9-l320255 1941(S.16)-ll122 7 4
20 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第 67号
(4)教育雑誌編 (補遺)
NG著 者 名 論 文 . 資 料 名 誌 名 . 巻 号 頁 発行 年 月
1河島倭喜次 智能の遺伝と教育の改造 ｢帝国教育｣第453号 16-261920(T.19)-4
2下津 瑞世 偉人天才の発生と其の条件二三 ｢帝国教育｣第476号 20-291922(T.ll)-3
3原 澄次 婦人運動と女子教育 ｢教育学術界｣第61巻第2号 31-371930(S.5)-5
(付記)本目録は､2003年度科学研究費補助金 (基盤研究(C)(2)課題番号14510300)の成果の一部
である｡
